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水温 塩分 三態窒素 燐酸

（℃） (psu) (μg-at/L) (μg-at/L)

17.9 32.25 4.8 0.64
16.4 32.24 2.6 0.61

17.1 32.13 5.8 0.61
18.1 32.31 5.5 0.66
16.7 32.40 3.0 0.61

17.2 32.18 5.9 0.63
18.0 32.31 5.0 0.63
16.6 32.39 3.0 0.59

17.3 32.19 5.7 0.60
17.7 32.18 5.1 0.61
15.9 32.28 3.3 0.43

17.4 32.43 5.9 0.55
18.1 32.40 5.2 0.59
16.6 32.56 3.2 0.47

17.5 32.58 5.3 0.52
16.8 32.18 4.8 0.49
15.8 32.08 4.2 0.48

16.6 31.87 7.5 0.59
15.9 30.81 11.9 0.51
15.7 31.64 6.5 0.43

16.0 31.41 10.0 0.57
15.9 30.31 13.5 0.55
15.8 31.65 7.1 0.46

16.1 31.10 13.3 0.64
16.5 30.94 13.5 0.72
15.1 30.01 18.2 0.85

15.6 30.37 16.1 0.71
16.1 30.34 14.9 0.66
15.1 30.01 18.2 0.85

 15.9 29.90 23.2 0.92
16.2 30.50 16.0 0.72
15.7 30.42 14.5 0.78

16.0 29.81 22.6 0.98
18.2 32.36 5.3 0.62
15.6 30.96 12.3 0.75

16.5 31.57 10.2 0.66
18.2 32.40 5.2 0.64
15.3 30.22 16.5 0.84

15.6 30.69 14.8 0.70
18.3 32.39 5.1 0.61
16.6 32.36 2.6 0.58

17.1 31.96 6.5 0.55

調査時間　8:07～11:42
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O13D,O17D,O18N:
従来のO13,O17,O18を沖合部に移動

海域全般に、大型珪藻コシノディスカスが確認されています。湾東部で

は、小型珪藻スケレトネマが多く確認されます。窒素は、陸水等の影響が見

られる湾奥部で１０μg-at/Ｌ以上、その他の海域では概ね５μg-at/Ｌ前後

の値となっています。

（水温）表層は湾東部で15～16℃台、湾央から湾西部で17～18℃台で、平均17.6℃。

平年比約0.9℃高い。-10ｍ層は平均17.9℃（平年比+0.4℃）。

（塩分）表層平均32.05psu(平年 31.76)。-10m層平均32.28psu(平年 32.13)。

（栄養塩、他）表層の窒素は平均6.5μg-at/L、リンは平均0.61μg-at/L。窒素は平

年(8.5μg-at/L)より低く、リンは平年(0.61μg-at/L)並。-10m層(平均)は、窒素

5.5μg-at/L、リン0.61μg-at/L。窒素は、陸水等の影響が見られる神戸空港東・湾

奥から岸和田にかけての水温及び塩分が低い海域で10μg-at/L以上、その他の海域

では表層・-10m層ともに5μg-at/L前後であった。湾全般に、大型珪藻コシノディス

カスは確認されたが、-10m層での発生量は少ない状況であった。湾東部では、小型

珪藻スケレトネマが多く確認された。
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